
実施期間：2025年4月17日~4月28日

評価基準：　４　適切　　　　３　ほぼ適切　　　２　やや不適切　　　１　不適切

１．教育理念・目標

・理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 3 2 1

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 3 2 1

・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 4 3 2 1

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 3 2 1

2．学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 3 2 1

・事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 3 2 1

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 3 2 1

・人事、給与に関する制度は整備されているか 4 3 2 1

・教務・財務等の組織整備など意識決定システムは整備されているか 4 3 2 1

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 3 2 1

・教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 3 2 1

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 3 2 1

３．教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 3 2 1

・教育理念、育成人材像や業界の二―ズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされてい

るか
4 3 2 1

・学科などのカリキュラムは体系的に編成されているか 4 3 2 1

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 4 3 2 1

・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか 4 3 2 1

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 4 3 2 1

・授業評価の実施・評価体制はあるか 4 3 2 1

・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 3 2 1

・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 3 2 1

・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 4 3 2 1

2024年度　学校自己評価集計表

評価（４~１）

【課題】

・職員の働き方の改善（平日に公休が取りにくい、人出不足の業務偏り）

・まだアナログ処理のものがある

・グローバル化をより進めていくにあたって、全日制5学科、日本語科やその他の組織をどうつなげていくか

・学院全体の事業計画策定が遅れがち

【今後の改善方策】

・可視化し役割が機能しているか確認できるようにする

・オープンキャンパスや入試を平日に設定する

・効率化を図るべく様々なＩＴ活用

・学生のやりたいことをヒアリングして、学生のニーズを知る改善していく

・学科については、常に最高の授業を提供すること。学校生活では、同年代や留学生との交流を活性化し一人ひとりがより「ＹＭＣＡにいきたい！」と思うような場所を作っていくこと

・具体的な事業計画を早めに策定し、各学科に落とし込んで規格策定を行う

【特記事項】

・学科の魅力を作り上げていく

評価項目

評価（４~１）

評価（４~１）

【課題】

・保護者や学生への周知不足

・保護者、社会へのアプローチが十分ではない

・学生が試行しがちなことと社会から求められていることにずれがある

・普遍的なものとして時代が変わっても変わらないものであると思うが適宜見直す必要はあると思われる

・教職員、非常勤講師全員で協議する時間が持てていないため、共通認識、理解が浅い

【今後の改善方策】

・様々な場面で目に触れるような工夫（保護者通信、熊本YMCAグループ内での表出）をし、周知を図る

・世間のニーズとの合致

・専門業界を目指す学科であることを入学前のオープンキャンパスから改善を行い、学生がその業界に興味と魅力を持てるようなカリキュラム、指導を目指す

・学科会、講師会を開催して共通理解を深める

【特記事項】

・実習日数を増やし学科の魅力をつくる



・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務を含め）の提供先を確保するなどマネジメントが行われているか 4 3 2 1

・関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のための取り組みが行われているか 4 3 2 1

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 3 2 1

４．学修成果

就職率の向上が図られているか 4 3 2 1

資格取得率の向上が図られているか 4 3 2 1

退学率の低減が図られているか 4 3 2 1

卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか 4 3 2 1

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 4 3 2 1

５．学生支援

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 3 2 1

学生相談に関する体制は整備されているか 4 3 2 1

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 3 2 1

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 3 2 1

課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 3 2 1

学生への生活環境への支援は行われているか 4 3 2 1

保護者と適切に連携しているか 4 3 2 1

卒業生への支援体制はあるか 4 3 2 1

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 3 2 1

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われているか 4 3 2 1

６．教育環境

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 3 2 1

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 3 2 1

防災に対する体制は整備されているか 4 3 2 1

【課題】

・新任教員に対する研修、各専門領域における研修の機会が不足している

・検定に向けた授業や座学が多く、もっと実践的な授業、環境を増やしていかないといけないと感じている、学生を増やすために学科担当として、募集につながる働きが必要と考えてい

る

・関連分野における先端的な勅使・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成など、資質向上のための取り組みが不十分（費用、期間、時期、体制が関係している）

・学生評価の在り方など定性的な評価と定量的な評価体制について講師会等で統一したい。また受入れ学生が変化していくことはあるので、それに対応できる教員が必要

【今後の改善方策】

・研修の機会を提供する（専任教員の専門性向上のための研修など）

・計画的に専門分野における研修が受けられるようにする（体制、費用など）

・カリキュラムを学生のために築いていく

・評価のありかた等共通認識を持てる機会をつくる

【特記事項】

・特になし

【課題】

・資格取得結果での評価だけではなく、資格取得以外でも2年間の成果を出せる仕組みを作る。成果の見える化

・卒業生の動向をより把握する必要がある

【今後の改善方策】

・資格維持のための教育単位を取得できるセミナー等を企画し、卒業後研修として卒業生に来てもらう

・実習を増やし業界の人間ではなく、まずは人として成長を促せる育成を考える

・同窓会組織の活用や定期的な連絡が取れる仕組みを作る

・卒業生就職先企業との密なるコミュニケーションをとる

【特記事項】

・特になし

【課題】

・学生の生活相談や課外活動を担当できる職員がおらず、学生の自主的な活動に任されてしまっている。また保健室はあるが、養護教諭や看護師が配置されていない

・就職課、学科担当1名体制の限界

・学生一人ひとりに向き合う時間の確保

【今後の改善方策】

・健康や生活等の相談窓口を設置する

・ソーシャルスクールワーカーの導入。また学科担当者以外でも気軽に相談できる体制づくり。同窓会組織の仕組みづくり

・学科担当以外での学生支援体制を整える。内容によっては地域住民、専門家、学生同士など

・就職課の外部委託を検討する

・業務の整理整頓、効率化

・学生とのコミュニケーションをより密にする

【特記事項】

・特になし

【課題】

・学校の施設については何も問題ないと感じる。実習については短いと感じている

・収納スペース、倉庫が足りない

・環境整備が必要

・学内の実習施設が不十分

・専門性を向上できる学習環境が不十分

【今後の改善方策】

・実習できるようになる、できた成長したと達成感を感じられる期間を作る必要がある

・帯山にある校舎の活用

・特別教室の確保

【特記事項】

・特になし

評価（４~１）

評価（４~１）

評価（４~１）



７．学生の受け入れ募集

学生募集活動は、適正に行われているか 4 3 2 1

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 3 2 1

学納金は妥当なものとなっているか 4 3 2 1

８．財務

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4 3 2 1

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 3 2 1

財務について会計監査が適正に行われているか 4 3 2 1

９．法令等の遵守

法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営が行われているか 4 3 2 1

個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 4 3 2 1

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 3 2 1

１０．社会貢献・地域貢献

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 3 2 1

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 4 3 2 1

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に行っているか 4 3 2 1

１１．国際交流

留学生の受け入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 4 3 2 1

受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等が取られているか 4 3 2 1

学習成果が国内外で評価される取り組みを行っているか 4 3 2 1

学内で適切な体制が整備されているか 4 3 2 1

【課題】

・留学生の様子、活躍を紹介する機会が少なかった

・全日制学科との交流、職員が留学生と積極的に関わる

・学習面も生活面もまだ整えなければならない点が沢山ある

・専従スタッフの不足

【今後の改善方策】

・他学科、外部、日本語科などとの交流の機会を持つ、そのことを多くの人へ情報発信（紹介）する

・日常的な交流の機会を戦略的に計画し、実施する

・留学生が学べる環境を整える

・専従スタッフの雇用促進

【特記事項】

・特になし

【課題】

・教育成果が一般になかなか伝わっていない、募集ツールの研究が必要

・募集専属のチームを作成して最新のトレンドを使って、自分たちにしか発信できない手づくりの情報を発信する必要がある

・分析と対策（マーケティング）が弱い。伝えると伝わるは違う

・学科の魅力、上手く伝えきれていない

【今後の改善方策】

・外部向けに教育成果を発表できる機会を設けたり、そのような会に参加していく

・分析と対策を強化する（目標と行動を具体的、明確にする）

・最新のトピックを高校訪問時や熊本YMCAグループに表出の機会を増やす

・募集専任スタッフの配置、学科再編、新学科設立への市場調査、ニーズ、業界研究

【特記事項】

・特になし

【課題】

・入学者減による収入減

・各科の収支を把握できる仕組みがない（分割作業で全体が見えていない）

・学科の統廃合の決断が遅いこと

・バス利用の適正化

【今後の改善方策】

・募集強化、学生の満足度向上や業界のニーズに即応した人材育成等、学生支援の充実

・人数確保、留学生へのアプローチ

・各科の収支が一目で分かる仕組み作り

・学科予算のルールの統一、バス利用の効率化

【特記事項】

・特になし

【課題】

・法令等の理解が出来ていない

・表出している課題への取り組みが遅い（対応がなされているか見えにくい）

【今後の改善方策】

・法令等の理解の時間を設ける

・対応したことはフィードバックする

【特記事項】

・特になし

【課題】

・職員含め学生にボランティアへの参加の促しや参加が出来ていない

・地域貢献において学生活動の機会が少なかった

・地域との連携につながるプログラムの機会が少ない

【今後の改善方策】

・まずは、職員がボランティアに参加して、その経験を伝え学生に参加を促す

・地域とつながるためのプログラム研究、学院のリソースを活用したつながるためのプログラム研究、学院のリソースを活用したリスキングの機会を提供する

【特記事項】

・特になし

評価（４~１）

評価（４~１）

評価（４~１）

評価（４~１）

評価（４~１）


